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1班








研究会への参加


企業の採用・人事向け研修


ジョブコーチをつけて、インターンシップ


人手不足の企業をねらう！








企業とのつながり





就労体験の場の開拓





企業の参加・把握








働かない


　　　　　　　　のちがい


働けない





支援の場に、出て来られない当事者へのアプローチ





どうやってニートを見つけ出すか





無業者を把握するための探索隊をつくる





ケア・フォローアップの充実





適性検査





発達障害があるが自覚のない若者の支援





引きこもり


精神疾患のある方はどうするか？





当事者把握


精神的なものも含めた





お金よりもやりがい


夢型が高じて…





� eq \o\ac(○,夢)�


やりたいこと＝お金


(やりがい)


とは限らないので…





夢のネットワークのあり方


ひとりの人がみる（ケアマネ）





共通認識





現場の実例の提示





研究会のメンバーは妥当か？





有機的ネットワーク


（ケースワーカー）





窓口としての相談機関








ネットワークの構築と共に、その水先案内人役（ガイド）（ケアマーネージャー）を創る


トータルサポート？





ワンストップの構築





タテ割りでない対応部局が必要





イギリスのコネクションズみたいなものがほしい





ケアマネ


とてもよい。


養成講座を開き、


資格？　きびしく


お給料も出してください！





ニートケアマネ制度の提案





企業への啓発　⇒　職場のつながり、


　　　　　　　　　インターンシップ





ニートを探せ！！





企業へのアプローチ





2班





当事者に


対して





社会に


対して





「就労支援」の研究会の機能の全体図と目標





ゴールの明確化


最終的に何をめざしているのか





研究会の将来像や最終目標を掘り下げること





個々に対する、実務的な支援ネットワークづくり





段階的に寄り添えるネットワークの活用





一歩を躊躇している青年へのサポートお兄さん、お姉さん





具体的な支援を検討していくこと（5w1H）





当事者の声を取り入れられるような機会が設けられるような研究会





無業者や世間に対して、このネットワーク（取り組み）をどう知ってもらうか？社会的な運動をするか





講演会・親向けセミナーやガイドブックを利用して次のステップをどうするか？





研究会に参加していない他団体とどうつながりをもつことができるか？





働く場＝育ちの場のアピールと理解の促進





無業者を発生させないための取り組み


（未然予防策）





ゴールは


どこ？





企業をどう巻き込んでいくかの検討（求める人材、CSRなど）





支援の輪を拡げるための取り組み





支援の場に出てこない（こられない）当事者へのアプローチ、仕組み





今ある


資源の確認








どうすれば、専門性・ノウハウをもった人たち（組織）が結びつくか？（連携できるか）





それぞれの団体（あるいは人）の役割を明確にする


また、共有すること





各現場での問題点、課題の共有は終わったのか？





企業に


対して





当事者への理解をどうしていくか





予防策について





ちょっと背中を押してくれる存在！





具体的な取り組み





3班





現在地（スタート）から就労（ゴール）までの様々な経路（プロセス）を図式化する。


（すごろくみたいなもの）





支援の仕組みづくり





一連の流れ





支援ネットワークの組織化と連携（事務局の設置、責任者、スタッフの配置等）





精神障害を持った方が希望された際の対応





ゆるやかなネットワークと


濃いネットワークの使いわけ





各支援機関の連携・ネットワークづくり


コーディネート機能





ネットワークメンバーの支援機能と不足している機能の洗い出し。その不足機能をカバーできる人や組織の発掘、または、育成





就労支援不足は何？


精神的ケア不足は何？


場所、特定可能か？





個別対応の困難はどこか


（人手・アイデア・能力）





当事者へのはたらきかけの方法（声の聞き取り、みえない声に対する対応、みえるようにするための対策）





相談もしなくていい、


何かをしなくてはいけない場ではない居場所づくり





県内の現状把握


（各市、町レベル）


人数、状況


当事者会・NPO・保健センターなどの取組





就労に結びつけるためのインターンシップ・集まり





就労支援機関に　　フリーター・ニート窓口を作る





企業への働きかけをする（助成金）団体をつくる。


きっと、そういう企業もあるはず





受け入れる企業等の必要性





何を目標とするのか


（こころのケア　社会参加　就労　定着）





ひきこもり⇔就労の間の段階の明確化





専門性を活かすことができる団体を洗い出す





具体的な支援策と考え





内容の充実





支援の隙間で足りない機関を、探したり、創ったりする





サービスの充実





就労支援（出口）





組織作り（ハード＆ソフト）





市町社協への情報提供





４班





現状把握をどのように　すすめていくか





県内での無業者について


現状把握するための手段・方法の検討








初年度は、実態の把握を優先する


調査・分析・検討等








関係機関の連携の強化


連携の際の個人情報の共有など





各機関のもつ


ノウハウ、専門性を理解しあうこと（役割の共有）





人口の機能との連携


南勢地区との連携





研究会に参加しているそれぞれが、若者の就労に向けて何が出来るか、役割を見出す





具体的にどう支援するか





若者の就労に向けて必要な支援策、資源を整理する（ケース検討等を通じて）





企業の人事担当者や採用担当者を招いて、無業者の就労支援のあり方を検討する





就労支援ネットワークの構築


就労支援の出口としての機能をはたす








研究成果を積極的に外部に発信し、広く県民にアピールする





就労支援の出口の部分を検討する（就労先、企業の声を聞く）





社会の現状


若者を取りまく労働環境


本人の抱える問題を正しく理解する





各団体・機関が持つノウハウを生かした現状把握





現状把握








（例）ガイドブック取材の　データを利用した見直し





資源の見直し





社会の固定観念をくつがえす








支援の出口への働きかけ





企業の研究会の参加・選定方法











